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←愛犬
  チコ

元NHK報道記
者

初任地・NH
K奈良局!

33歳

● 家族／妻（奈良県で出会いました）と愛犬（チワワ）
● 趣味／愛犬との散歩、テニス、マラソン、高校野球観戦、温泉・サウナ巡り
● 尊敬する人／司馬遼太郎
● 座右の銘／意志あるところに道は開ける　　
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Nagata Yuzuru

しがらみ、
ゼロ。

すぐ実行・
行動！

奈良はもっ
と

選ばれる街
に

なるはず!!

奈 良 をもっと 選 ば れ る 街 へ !

平成元年3月生まれ。33歳
早稲田大学商学部卒業
在学中に南アフリカ共和国・
ケープタウンに短期語学留学
NHKに報道記者として入局
奈良局に配属
奈良県警・裁判担当のほか
豪雨災害からの復興や
人口減少問題などを取材
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仙台局に配属
東京・社会部に配属
皇室・宮内庁の取材担当
「即位礼正殿の儀」や
皇族の海外訪問（ブータン王国）に同行取材
警視庁警備・公安部担当
「あさま山荘事件50年」
「ロシアスパイ事件・経済安保」取材
NHKを退職（勤続10年半）
奈良に戻ってきました。
奈良市西大寺芝町在住。
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永田恒（ゆづる）PROFILE

近鉄奈良駅前にて 「奈良をもっと選ばれる街へ」政策は裏へ▶

　私は奈良をスタート地点にNHKの報道記者とし
て10年半勤務しました。取材を通してさまざまな
方に出会い、社会に埋もれる問題を提起できるこの
仕事は、やりがいがあり充実したものでした。一方、
報道の世界は目の前にある課題を伝えられるもの
の、自ら解決することができないのではないか。モ
ヤモヤ感を抱えた記者生活でもありました。
　奈良には、大阪・京都に負けない歴史や文化、そ
してそれを支える多くの人たちの思いがあります。し
かし、県の人口は２５年後には３０万人余りが減少。

奈良市（人口約３５万人）のおよそ９割の人たちが
徐々にいなくなるという見通しです。目の前には、暮
らし・子育て・雇用・経済・医療・教育など待ったな
しの課題が山積しています。
　私は、この魅力ある奈良を「もっと選ばれる街」に
したい。元報道記者の私は「しがら
み、ゼロ」。若い力ですぐ実行・
行動します！
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ボランティアや大学生スタッフ大募集‼
家族や親戚に政治家はおりません。「しがらみ、ゼロ」だからこそ、
皆さんのお力が頼りです。多くのご支援をいただければ嬉しいです。

随時、開催します！
皆様のご意見を
ぜひお聞かせください。
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奈良県人口の推移

人口減少（H30～R1）　8,740人/年、728人/月、24人/日
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奈良県高齢化率（65歳以上人口割合）の推移

高齢者の割合　H11 ： 1.6人/10人　H2 ： 3.2人/10人　R27 ： 4.1人/10人
H11 奈良県年齢別人口調査、H12～27 ： 国勢調査、R2～R27 「日本の将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所）

　奈良県では過去２０年間の若者の人口減少率が約２８%。令和２７年には人口が１００万人と現在より３０
万人あまり減少し、１００人のうち４１人が高齢者となる時代を迎えます。だからこそ、①「住民に選ばれる街
～幅広い選択肢を提供できる街～」、②「企業に選ばれる街～若者や女性の働く場の確保・潤い続け
る街～」を目指します。
　元報道記者でこれまで政治に関わってこなかった私は「しがらみ、ゼロ」。若い力で今すぐ実行・行動します。

住民に選ばれる街へ

● 子育て不安の解消を目指して出産前や産後ケア、
　 早期のサポート体制の充実
● 放課後児童クラブや企業の保育施設の整備を
　 県がバックアップ
● 女性の多様な働き方を実現している企業を
　 県が積極的に支援
● 不妊治療を受けやすい環境整備のため
　 官民一体となった連携
● 長引く物価高の状況を踏まえ臨機応変に
　 家庭や事業者を支援
● がん予防など医療や健康の増進に加え
　 「面倒見が良い」と評価される病院を支援

● 災害時に帰宅困難者を生まない体制に加え、
　 避難所でペットと同行避難できる環境整備
● きめ細やかな教育を実現するため
　 教員の働き方の改善

● お年寄りが住み慣れた地域で安心して
　 いきいきと交流・運動できる環境整備

企業に選ばれる街へ
～幅広い選択肢を提供できる街～ ～若者や女性の働く場の確保・潤い続ける街～

● IT企業の誘致を進めるため人材育成を
　 県が積極的に支援
● 雇用確保を進めるため企業誘致の働きかけや
　 工業用地の確保
● 魅力ある中小企業を生み出すため
　 民間の研究開発支援を強化
● 起業に挑戦する若者などを
　 県が全面的にバックアップ
● 観光や関連産業の活性化のため県内における
　 宿泊・消費増のための取り組みを推進
● 民間企業の販路拡大に向け
　 県が積極的にサポート
● アニメなど社会の流行や若者の感覚をいかした
　 観光PRの推進
● リニア新駅を奈良市内に誘致し
　 新駅を核とするにぎわいづくりを推進

奈良をもっと選ばれる街へ

奈良県の人口は急激に減少・高齢化


